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今回発表の

事業所や

サービスの

紹介

サンメール尚和ディケアセンターは、昭和６０年、特別養護老人ホームサンメール尚和

に併設した、武蔵野市、小金井市、保谷市、田無市地域ケアセンターとして開設された。

通所介護が定員４０名、認知症対応型通所介護が定員２４名と居宅介護支援を展開して

いる。通所介護では、音楽療法、陶芸、絵画、手芸、書道、カラオケ、レクリエーショ

ン、入浴、リハビリの活動を本人自身が選択し、参加していただいている。

《１．研究前の状況と課題》

当センターでは、「リハビリＡ」と「リハビリ

Ｂ」があり、「Ａ」はＰＴ指導の個別リハビリで

ある。それに対して「Ｂ」は、レクリエーション

の一環として、リズム体操やゲームなどを取り入

れて楽しみながら進められるものとしてプログ

ラム化されている。「Ｂ」にはＰＴは入らない。

しかし 2年前頃から、利用者から物足りないと
の声が聞かれるようになった。内容がマンネリ化

し、盛り上がりに欠けていたことが主な理由だっ

た。職員にも充実感がなくなってきていた。職員

の異動があり、レクリエーション技術や進行に大

きなばらつきも出てきていた。

そこで、利用者からの意見を取り入れて、満足

してもらえるプログラムに作り直すことにした。

さらに担当となる職員一人一人が「リハビリＢ」

の目的について理解を深めること、誰もが進行し

やすいマニュアルになるように見直すことを目

標にチームを再編成した。

《２．研究の目標と期待する成果・目的》

・安全を第一に、やさしく、楽しめるゲームを取

り入れながら、利用者の残存機能の維持、向上を

はかる。

・多くの利用者が、気持ち良く、また楽しく参加

でき、次の利用日が楽しみになる雰囲気を作る。

・担当職員の個人差が出ないように、統一したわ

かりやすいプログラムを作成する。

・サービスの質の向上をはかる為に、定期的にマ

ニュアルを見直し、研修を行う。

以上の目的に向けて、チームで取り組むことによ

り、利用者が楽しみつつ、身体機能の低下をふせ

ぐことができ、また「リハビリＢ」の担当者同士

の相互理解が深まり、団結・協力し合う関係を築

くことを目標とした。
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《３．具体的な取り組みの内容》

１）職員全員で「リハビリＢ」の課題を抽出し、

分類した。「内容」「場所」「時間」「手順」「マ

ンネリ化」の５つの課題を抽出した。

２）リハビリＢ担当チーム(６名)とＰＴで、体操
の一つ一つに丁寧な声かけと説明を加えた、新

しいマニュアルを作成する。

３）１）の課題を再検討しチームで「環境」「合

同（一般デイと認知デイ）体操」「内容の見直

し」「職員のレベルアップ」「時間配分」につい

て見直す。

４）運動マニュアル・リズム体操の講習会を各２

日実施し、職員全員に習得してもらう。

５）リズム体操で用いた

①「西東京しゃきしゃき体操」：市のオリジナ

ル健康体操

②「盆パラビクス（鈴木孝一様考案）」：盆踊り、

パラパラ、エアロビクスを合わせた体操

①②どちらも座ったまま行えるよう独自にア

レンジし考案した。

６）体操、リズム体操、ゲームを入れ込み、時間

配分を整えた「統一プログラム」を作る。

等々。

《４．取り組みの結果と考察》

・職員全員が現状を把握、改善に向けて考え、協

力し合う体制（月１回の打ち合わせ）ができた。

・「盆パラ」を取り入れたことで、利用者の腕が

上がるようになり、主治医に効果の報告をした。

・利用者から、「やった感がある」「元気になった」

「話ができるのが楽しい」「もっと楽しい会話を

して欲しい」との声が聞かれた。

・適切な時間配分をすることで、担当職員間の差

がなくなり、「リハビリＢ」の内容が統一された。

・職員の趣味、特技を活かして、新しいゲームの

道具を作成し、新メニューが創出できた。

・看護師に利用者の体調を確認し、利用者の状態

をきめ細かくチェックできるようになった。

・夏場は体操の回数を減らして、コミュニケーシ

ョンの要素を多く取り入れるなどの工夫ができ

るようになった。

《５．まとめ、結論》

・新「リハビリＢ」は、その日の利用者数、利用

者個々の体調に応じ、内容を調節（量を加減する）

できるものとしたため、利用者個々の状態に適切

なものとして、提供できるようになった。

・マニュアルを見直し、作成したことによって、

新入の職員でもリーダーが出来るようになった。

そのこともあり、スタッフ全員の高い一体感が形

成された。利用者の笑顔や、「楽しい」と言う声

を受けることによって、担当職員の達成感が高ま

った。

・「リハビリＢ」の取り組みは、「利用者の声」と

「職員全員の課題意識の形成」を大切にしたこと

が大きな成果に結びついた。これは、改善の取り

組みを、単なる「作業」ではなく、利用者、職員

の一人一人の「思い」を大切にすることを最優先

にしたことによると思う。

《６．倫理的配慮に関する事項》

《７．参考文献》

【ビデオ名】みんなで踊ろう、盆パラビクス

【監修】鈴木孝一（健康向上企画）

【企画・制作】ＴＤＫコア㈱ （２００２）

なお、本研究発表を行うにあたり、倫理的

配慮を行っています。 

《８．提案と発信》

楽しいレクリエーションの中にリハビリの要

素を取り入れることによって、利用者は適切な

運動を、楽しみながら、ごく自然にすることが

できる。その際は、地域色豊かな工夫をするこ

とによって、さらに利用者に喜ばれるレクリエ

ーションになると思います。

【メモ欄】


